
NEDOの公募事業に採択されたそうですね。
樋 田  内閣府総合科学技術・イノベーション会議が科学技術イノベーション実現のために創設した

事業に、「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」がありますが、そのうちNEDOが公募
した「SIP第2期／ビッグデータ・AIを活用したサイバー空間基盤技術」の研究開発項目「AI間
連携基盤技術」に採択されました。さまざまなAIで制御されているシステムにおいて、複数の
AIが協調・連携する基盤技術を新たに作り、産業や社会の発展に寄与することを目指してい
ます。これは日本電気株式会社（以下、NEC）を主幹に、沖電気工業株式会社（以下、OKI）、
東京農工大学、東京大学大学院情報理工学系研究科、豊田通商株式会社（以下、豊田通商）
が共同で取り組んでいるプロジェクトです。NECは製造業界の部材受発注に加え、豊田通商
とともに航空輸送業界のユースケースを担当、私たちOKIはトラック輸送業界のユースケー
スを担当、各大学は自動交渉などの要素技術の研究を担当しています。産学連携で情報共
有や技術討議を行いながら、基盤となる技術の開発を進めています。

受発注の条件をAI同士が交渉するプラットフォームと聞きました。
樋 田  ビジネスは発注者と受注者の条件合意によって成立します。例えばOKIが担当しているト

ラック物流では、発注者の依頼条件をそのまま受け入れることが多いと聞いていますが、
それだと受注側のコストパフォーマンスが落ちてしまいます。繁忙期はトラックが足りず、
「次の日なら他の貨物と一緒に運べるので、日にちを変更できませんか？」などと担当者同
士で直接交渉を行うこともあるようですが、個社間での人力によるやりとりだけでは能力的
にも効率的にも限界があります。そこで新たな第三者プラットフォームを作り、ここに関係
各社を集め、受発注条件の調整や交渉を横断的に行ってはどうかというのが構想の原点で
す。これが実現すれば多数の取引先と24時間交渉できるようになるだけでなく、発注側・
受注側ともに会社の枠を越えて業界全体で利潤の最大化が進むなど、大きなインパクトが
出てくることでしょう。

OKI様のプラットフォームについて教えていただけますか。
樋 田  物流会社では発注者である荷主からの依頼を集めて、それに基づいてトラックやドライバー

の手配を行い、輸配送計画を作成しています。我々のプラットフォームはまず、参加する複数
の物流会社から各社の輸配送計画を集めます。ここで“A社の計画aとB社の計画bをマージす
れば運行トラック数を減らせる”など、複数社の輸配送計画を横断的に調整して新しい計画に
組み直し、各社に提案します。ただ、そうなると物流会社では荷物を他社に委譲するなどのマ
イナス要因が発生する場合がありますし、荷主にとっても集配日時や料金などに変更が生じる
ことが出てきます。それらが許容できるものなのか、いつまでにどのくらいの料金で輸送でき
れば荷主が納得できるか、このような内容を、人に代わってAI同士がすり合わせます。輸送を
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者不足や二酸化炭素排出といった社会課題を解決し、トラック輸送業界の発展に寄与
する新しいマーケット構想の実現に向けて、NTTデータ数理システムのツールや実装
サポートを活用しながら研究開発を進めている。
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最初の通信機器メーカー
として創業。情報通信、メ
カトロシステム、EMS、プ
リンターなどの各分野に
おける製造・販売および
これらに関するシステム
の構築・ソリューションの
提供、工事・保守・その
他サービスなどの事業を
展開。研究開発センター
は、『より安全で便利な社
会』の実現を目指し、積
極的に先端技術の開発を
推進している。その実現
に向けた重要技術領域を
「センシング」「スマート
ネットワーク」「データマイ
ニング」とし、さらにOKI
が伝統的に強みを持つ
メディア処理技術と光ブ
ロードバンド技術を合わ
せて、OKIのシステム構
築力との高度な融合を進
めている。

※「Numerical Optimizer」はV24より「Nuorium Optimizer」に改名しました。
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営業担当

委譲した会社にインセンティブを与えたり、特定の会社に
輸送が集まらないようにしたりと、公共的なプラットフォー
ムとしての公平性の担保にも気を配っています。

AIによる交渉は、どのように行うのでしょうか。
樋 田  物流会社・荷主・荷受者など、参加者ごとに交渉エージェン

トとなるAIを設定し、そのAIがプラットフォーム運営者の
交渉エージェントAIと交渉する、というものを考えていま

す。この場合、複数のエージェントAIが同時に動作し相
互作用する必要があるため、それをマルチエージェントシ
ミュレータであるS4 Simulation System上で行おう
としています。各エージェントAIは、“どういう条件の提案
に合意すると、どの程度自分にメリットがあるか”を評価
する効用関数を持っていますが、その内容は交渉相手に
は見えません。また、“自分にとって都合の良い方向に相
手を導くためには、どのような条件の提案を行うべきか”
といった交渉戦略も持っており、これに従って相互に条件
を提案するという方法で、AI同士が交渉するのです。相
手のメッセージの背後にある効用関数を推測し、自らの
効用関数も参照しながら、価格や納期、輸送方法などの
条件をすり合わせ、互いにWin-Winになるような結論を
探っていく。そんな方法を考えています。

開発のプロセスを教えていただけますか。
樋 田  コンセプトや理論方式を、いかにかたちにするか。AI同士

が交渉することは最初から決まっているので、それを実際
に動くシステムとして実装するためにどんなツールを使っ
たらいいか。そこから今回のプロジェクトは始まりました。
そこで当社の他のシステム構築等でもツール提供や実装
サポートの実績があるNTTデータ数理システムに、私たち
が考えたコンセプトや理論方式を示し、これを実装可能か
相談したところ、S4 Simulation Systemをベースに、
AIの交渉ロジックの枠組みやプラットフォームのプロトタイ
プなど実装方法の具体化を進めてくださいました。また、
AIによる自動交渉の前段階として輸配送計画の調整を行
いますが、これについてもOKIが考えていた手法に沿っ
て、Nuorium Optimizerによる実装を進めていただく
こととなりました。今回のプロジェクトでは、先例のない
コンセプトや理論方式を形にするために、理論の設計とプ
ロトタイプ実装を繰り返しながら方式を確立していくスパ
イラル型の研究開発で進めています。NTTデータ数理シ
ステムは、こちらが要求するさまざまなプロトタイプ実装
の仕様に応えるスキルを有しており、キャッチボールがス
ムーズで慣れていると感じました。

開発の手応えはいかがですか。
樋 田  計画調整と自動交渉の枠組みができ、第一段階の仕様が

固まったという状況です。いよいよ、構想がかたちになりま

す。実装を依頼した当初、私たちの研究結果は単なる理論
方式だったため、これをどのように実装するべきか悩んでい
ました。しかし、豊富な開発経験を持つNTTデータ数理シ
ステムと議論を重ねることで、実装上の方法や要件を整理
することができました。また、プラットフォームの交渉エー
ジェントAIをハブにして各社のエージェントAIとそれぞれピ
ア・トゥ・ピアで交渉させようといった、具体的な交渉の実
装方式も決まりました。これならプロジェクトとして進行さ
せられる、と確信しています。

開発の今後の展望についてお聞かせください。
樋 田  新しい発想の新しいプラットフォームですので、ビジネスと

して受け入れられていくのか、物流会社の現場で利用して
いただけるか、不安がないわけではありません。ただ、いま
社会的な問題となっている労働者不足は、物流業界では特
に顕著です。トラックドライバーは高齢化が進み、これまで
経験とカンで輸配送計画を立てていたベテランスタッフの
退職もこれから増えます。さらに二酸化炭素排出量削減の
観点から、トラックの無駄な運行も減らす必要があるでしょ
う。これらの課題解決はもちろん各社の問題ですが、一方
で次の時代に向けて新たな体制を業界全体で整えていく
必要もあるのではないでしょうか。その仕組みのひとつとし
て、いま開発しているプラットフォームが役立ってくれるこ
とを目指し、これからもNTTデータ数理システムのご協力
のもと研究開発を続けていきます。

枠組みから作ることで、全体が見えてくる

OKI様が提案するAI間交渉・協調プラットフォームの全体像

物流手配における業界横断的な輸配送計画調整と自動交渉を組み合わせた統合プ
ラットフォーム。各社の利潤を担保しつつ、社会的利益が最大になることを狙う
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